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した擬似ＡＥを発生させ， NN の学習機能を利用した AE 源の位置標定を行う技術を確立するこ
とを目的とする． 





 ここでは 30kHz でウェーブレット変換し，各センサの到達時間差を求め，4 つのセンサと 2 つ
のセンサを用いた 2 つの NN によって配管の AE 源位置標定を行った． 
 その結果，以下の結論を得た． 
 
1. 伝播モード解析とウェーブレット解析の結果，AE 波の伝播距離が 4m 程度の場合高い周波
数は著しく減衰するが，50ｋHz 以下の周波数の成分は比較的減衰せずに伝わることがわか
った． 
2. センサを 4 つ用いて 1 次元位置標定を行ったところ，平均推定誤差は約 1.5％となり，セン
サを 2つ用いて 1次元位置標定を行ったところ，平均推定誤差は約 2％となった． 
3. １次元でおおよその位置標定を行ったあと，４つのセンサを用いた AE 源近傍の２次元標定
によって，高精度の欠陥位置標定ができる． 
 
